
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小学校 算数 

図形を構成する要素に着目して 

図形の面積について考察できる児童 

図形を構成する要素に着目し、図と言葉や数とを結び付けて 

図形の性質や計量について説明する場面を取り入れよう！ 

ここがつまずき！   
平行な二つの直線の幅はどこでも等し

いことに着目し、三角形の底辺と高さを

適切に捉えることができていない。 

特徴的な誤答  【番号】４  
（○おと○かの面積は、このままでは比べることができない。） 

○おと○かの高さがどこにも書かれておらず長さが分からない

ので、○おと○かの面積はこのままでは比べることができません。 

正答例  ２ （４）  【番号】３（○おと○かの面積は等しい。） 
三角形の面積は、底辺×高さ÷２で求めることができます。○おと○かの底辺は、どちらも3.2cm なので

等しいです。○おと○かの高さは、テープのはばがどこも同じ長さなので等しいです。だから、○おと○かの

面積は等しいです。 

日々の学習における改善・充実 

三角形の面積は、底辺×高さ÷２で 
求められるよね。 

図の下の部分の辺を底辺とすると、
その長さは 3.2cmで等しいね。 

あと高さが分かれば面積を比べること
ができるね。 

○おの高さは 3.4cm で、○かの高さは
５cm かな。 

高さは底辺に垂直な直線になると学習したよ。 

三角形の面積を比べるために発表して
くれたけど、底辺と高さについてもう
少し詳しく説明できますか。 

三角形の高さは、底辺を延長した直
線と、底辺にない頂点を通り底辺に
平行な直線のはばと考えることがで
きます。 

でも、高さは何 cm か書かれていないから、
面積が求められません。だから、比べること
はできません。 

たしかに面積は求められないけど、比べる
ことはできると思います。○おと○かの三角
形の面積は等しいと思います。 

どうして、そう思いましたか。 
理由を教えてください。 

○おと○かの底辺は、どちらも 3.2cm なので
等しいです。○おと○かの高さは、テープのは
ばがどこも同じ長さなので等しいです。 

三角形の面積は底辺×高さ÷２で求めら
れるので、○おと○かの面積は等しいです。 

アの直線とイの直線は平行です。 

三角形○おと三角形○かの面積はどちらが 

大きいでしょうか。 

 

 

 

こんな 

問いかけ 

してみませんか？ 

言葉だけだとよく分からな
いなぁ。 

前に学習した図で説明すると…。 

底辺と高さについて改めて整理する
ことができましたね。 

今の言葉の説明を、図を使って説明
することはできますか。 

ア 

イ 

ここが 

POINT 

誤答から見える 

児童のつまずき！ 



 

 

 

 

小学校 算数  


